
外
国
人
客
受
け
入
れ
の

ノ
ウ
ハ
ウ
伝
授
　
　
　

ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・

イ
ン
・
グ
ル
ー
プ受講者を広く募集

３月８日、東京で研修会

温
泉
を
デ
ザ
イ
ン
す
る

業務効率化への取り組み（）

〈〉

ホテル旅館
１月の倒産

５
件
、負
債

億
円

帝
国
デ
ー
タ
調
査
　

件
数
は
半
減
に



さ
つ
き
別
荘（
熊
本
県
・

玉
名
温
泉

）

吉
永
　
博
之
さ
ん

源泉掛け流し、眺望自慢

仙
台
へ
無
料
バ
ス

ス
パ
リ
ゾ
ー
ト

ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
　

今
春
、期
間
限
定
で
運
行

Ｔ
Ｐ
は
２
ヵ
月
連
続
増
　
特
定
サ
ー
ビ
ス
産
業


月
の
売
上
高

１月の全国企業倒産
帝 国 デ ー タ 調 べ

年ぶり件台
額は２ヵ月連続減

旅
行
業
者
の
倒
産

１
月
は
ゼ
ロ
に

帝
国
デ
ー
タ
調
査

昨
年
６
月

日
に
行
わ
れ
た

第
１
回
の
外
国
人
観
光
客
受

入
基
礎
研
修
会

　

Ｊ
Ｉ
Ｇ
　
訪
日
外
客
の

受
け
入
れ
を
目
的
に
１
９
７

９
年
に
設
立
さ
れ
た
組
織
。

和
室
を
有
し
、
家
族
的
接
遇

を
提
供
で
き
る
中
小
規
模
の

旅
館
・
ホ
テ
ル
を
会
員
と
す

る
。
会
員
数
は
全
国
に
約


軒
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
に
よ
る
会
員
紹
介

と
集
客
、
各
種
研
修
会
、
調

査
研
究
な
ど
の
事
業
を
行
っ

て
い
る
。
入
会
申
し
込
み
は

事
務
局
☎
０
２
８
８（
５
３
）

３
１
６
８
。

　
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
イ
ン
・

グ
ル
ー
プ
（
Ｊ
Ｉ
Ｇ
、
福
田
金
也
会
長
＝
栃
木
県
・
タ
ー

ト
ル
・
イ
ン
・
日
光
）
は
３
月
８
日
、
東
京
の
台
東
区
民

会
館
（
東
京
都
立
産
業
貿
易

セ
ン
タ
ー「
台
東
館
」併
設
）

で
第
２
回
「
外
国
人
観
光
客

受
入
基
礎
研
修
会
」を
開
く
。

外
国
人
観
光
客
受
け
入
れ
に

長
年
の
実
績
を
持
つ
同
グ
ル

ー
プ
旅
館
・
ホ
テ
ル
の
経
営

者
ら
が
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

余
す
と
こ
ろ
な
く
伝
授
す

る
。
全
国
の
旅
館
・
ホ
テ
ル

関
係
者
、
観
光
関
係
者
ら
を

対
象
に
、
現
在
受
講
者
を
募

集
し
て
い
る
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
事
業
を
手

掛
け
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ウ
ェ
ル

カ
ム
ジ
ャ
パ
ン
と
の
共
催
。

日
本
政
府
観
光
局
（
Ｊ
Ｎ
Ｔ

Ｏ
）、日
本
観
光
振
興
協
会
、

国
際
観
光
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
が
後
援
す
る
。

　
午
後
１
時
開
始
。
ま
ず
、

「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
現
況
と

小
規
模
旅
館
の
外
国
人
観
光

客
受
け
入
れ
の
必
要
性
」を
、

国
際
観
光
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
の
主
任
研
究
員
、
矢
田
部

暁
氏
が
講
義
。

　
引
き
続
き
「
外
国
人
観
光

客
を
受
け
入
れ
る
際
の
ポ
イ

ン
ト
」
を
、
Ｊ
Ｉ
Ｇ
の
理
事

ら
が
講
義
す
る
。

　
講
義
は
「
外
国
人
を
受
け

入
れ
る
た
め
の
ハ
ー
ド
面
・

ソ
フ
ト
面
の
準
備
」「
予
約
を

受
け
る
た
め
に
（
予
約
サ
イ

ト
、
空
室
管
理
の
活
用
方
法

を
含
む
）
」「
有
効
な
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
制
作
方
法
お
よ
び
Ｓ

Ｎ
Ｓ
対
策
」「
外
国
人
客
宿
泊

時
の
留
意
点
」
の
四
つ
。

　
い
ず
れ
も
「
外
国
人
受
け

入
れ
の
成
功
例
」
と
い
っ
た

漠
然
と
し
た
内
容
で
な
く
、

そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
に
お
け
る

問
題
点
を
具
体
的
に
説
明
す

る
。
講
義
の
あ
と
に
は
質
疑

応
答
の
時
間
を
設
け
る
。

　
参
加
対
象
は
、
外
国
人
観

光
客
を
受
け
入
れ
て
い
る
、

ま
た
は
受
け
入
れ
を
考
え
て

い
る
旅
館
経
営
者
、
旅
館
組

合
等
関
係
者
、
宿
泊
施
設
の

手
配
関
係
者
、
観
光
協
会
、

自
治
体
、交
通
事
業
者
な
ど
。

Ｊ
Ｉ
Ｇ
会
員
以
外
で
も
参
加

で
き
る
。
た
だ
し
、
違
法
民

泊
な
ど
無
許
可
施
設
の
経
営

者
、
管
理
者
、
仲
介
サ
イ
ト

の
関
係
者
な
ど
は
参
加
で
き

な
い
。

　
定
員

人
。
参
加
料
５
千

円
。

　
参
加
申
し
込
み
は
、
２
月


日
ま
で
に
申
込
書
を
Ｊ
Ｉ

Ｇ
事
務
局
（
タ
ー
ト
ル
・
イ

ン
・
日
光
）
へ
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０

２
８
８
・
５
３
・
３
８
８
３
）。

申
込
書
は
Ｊ
Ｉ
Ｇ
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（http://japaneseinn

group.com/

）
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
る
。

第回

　
今
年
の
仕
事
は
じ
め
で
最
も
時

間
を
割
い
た
の
は
、
秋
か
ら
跡
見

学
園
女
子
大
学
で
持
つ
講
座
「
温

泉
と
保
養
」
の
シ
ラ
バ
ス
を
制
作

す
る
こ
と
で
し
た
。
大
学
の
特
別

講
座
で

分
間
、
話
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、

講
師
と
し
て

分
全

コ
マ
を
受

け
持
つ
の
は
初
め
て
で
す
。

　
文
章
を
書
く
の
を
生
業
と
し
て

き
た
私
は
、
本
１
冊
を
書
く
心
持

ち
で
臨
み
ま
し
た
。
本
を
書
く
に

は「
誰
に
何
を
伝
え
た
い
の
か
」、

こ
れ
を
明
確
に
し
な
け
れ
ば
成
立

し
ま
せ
ん
。
大
学
の
授
業
は
既
に

文
科
省
に
提
出
済
み
の
「
授
業
科

目
の
概
要
」
に
添
う
こ
と
が
最
も

大
切
で
す
が
、
未
来
の
観
光
を
支

え
る
女
性
に
何
を
伝
え
た
い
か
を

大
切
に
考
え
ま
し
た
。
そ
し
て


コ
マ
を

章
と
考
え
、
１
章
ご
と

の
内
容
を
考
え
た
結
果
、
こ
れ
ま

で
約

年
に
わ
た
り
温
泉
を
取
材

し
て
き
た
集
大
成
で
あ
る
か
の
よ

う
な
構
成
に
な
り
ま
し
た
。

　
実
は
本
を
書
く
際
に
、
こ
の
構

成
を
考
え
る
の
が
一
番
楽
し
い
。

事
実
を
基
と
す
る
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ

ョ
ン
で
さ
え
も
、
誰
に
何
を
伝
え

る
か
は
著
者
の
自
由
。
事
実
の
何

を
切
り
取
る
か
も
全
て
著
者
の
裁

量
。だ
か
ら
本
の
概
要
を
考
え
る
、

章
立
て
の
構
想
を
練
る
時
が
一
番

わ
く
わ
く
す
る
。
全
て
私
自
身
の

頭
の
中
で
の
作
業
な
の
で
す
か
ら

楽
し
く
な
い
わ
け
が
あ
り
ま
せ

ん
。

　
専
門
講
座
な
の
で
３
年
生
以
上

の
女
性
に
伝
え
ま
す
。

歳
過
ぎ

の
学
生
さ
ん
と
と
も
に

分

コ

マ
を
作
っ
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
若
い
女
性
と
と
も
に
作
り
あ
げ

る
「
温
泉
と
保
養
」
を
想
像
し
た

時
、
未
来
の
「
温
泉
地
を
デ
ザ
イ

ン
し
て
み
た
い
」
と
強
く
思
い
ま

し
た
。

　
常
日
頃
、
観
光
地
や
温
泉
地
、

宿
を
取
材
す
る
な
か
で
、
観
光
素

材
は
申
し
分
な
い
、
唯
一
無
二
の

も
の
で
あ
る
の
に
、
デ
ザ
イ
ン
力

が
な
い
ば
か
り
に
魅
力
が
伝
わ
ら

な
い
、
そ
ん
な
多
く
の
事
例
に
出

会
い
ま
す
。
だ
か
ら
若
い
世
代
に

響
く
よ
う
な
見
せ
方
を
探
り
、
講

座
を
終
え
た
時
に
は
手
ご
た
え
を

も
て
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
も
う
ひ
と
つ
の
狙
い
は
人
材
育

成
で
し
ょ
う
か
。
温
泉
旅
館
ホ
テ

ル
の
皆
さ
ん
が
話
さ
れ
る
「
若
い

子
が
続
か
な
い
」と
い
う
事
態
に
、

女
子
学
生
さ
ん
に
は
、
魅
力
的
で

は
あ
る
が
厳
し
い
職
場
で
も
あ

り
、
活
性
化
が
必
要
で
あ
る
こ
と

を
伝
え
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

（
温
泉
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
）

※
月
２
回
掲
載

　
作
業
レ
ベ
ル
の
四
つ
の
工
程

の
う
ち
、
残
る
一
つ
の
付
加
価

値
を
生
ま
な
い
工
程
―「
停
滞
」

に
つ
い
て
考
え
る
。

　
⑩
停
滞

　
本
コ
ラ
ム
の
＜

＞
で
も
申

し
上
げ
た
よ
う
に
、
「
停
滞
」

は
旅
館
の
生
産
性
を
考
え
る
上

で
は
そ
れ
ほ
ど
重
要
な
部
分
で

な
い
が
、
中
に
は
問
題
と
す
べ

き
「
停
滞
」
も
あ
る
。

　
真
っ
先
に
考
え
ら
れ
る
の
は

「
仕
上
が
っ
た
料
理
の
停
滞
」

だ
が
、
こ
れ
は
ど
ち
ら
か
と
言

え
ば
品
質
の
問
題
な
の
で
こ
こ

で
は
省
く
。

　
取
り
上
げ
た
い
の
は
「
情
報

の
停
滞
」
に
よ
る
生
産
性
の
阻

害
で
あ
る
。
問
題
と
な
る
主
な

情
報
と
し
て
「
予
約
情
報
」

「
当
日
確
認
・
変
更
情
報
」

「
現
場
業
務
の
進
行
情
報
」
の

三
つ
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
（
ⅰ
）
予
約
情
報

　
予
約
受
け
や
営
業
活
動
で
得

ら
れ
る
情
報
で
あ
る
。
業
務
の

出
発
点
に
な
る
情
報
で
あ
り
、

そ
の
質
と
タ
イ
ミ
ン
グ
が
生
産

性
に
及
ぼ
す
影
響
は
極
め
て
大

き
い
。

　
ま
ず
売
り
上
げ
に
直
接
関
わ

る
情
報
と
し
て「
予
約
の
精
度
」

が
挙
げ
ら
れ
る
。
キ
ャ
ン
セ
ル

の
可
能
性
、
宿
泊
人
数
や
利
用

室
数
な
ど
の
見
極
め
の
早
期
化

を
図
り
た
い
。
こ
れ
ら
が
遅
く

な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
最
終
的
に

客
室
を
埋
め
き
れ
ず
売
り
上
げ

の
機
会
ロ
ス
と
な
る
。
業
務
効

率
と
は
違
う
が
、
こ
れ
こ
そ
生

産
性
低
下
の
大
き
な
要
因
で
あ

る
。
だ
か
ら
こ
れ
ら
の
確
認
は

「
早
め
に
」そ
し
て「
何
度
も
」

行
う
こ
と
だ
。

　
ま
た
併
せ
て
、
確
認
に
基
づ

く
「
部
屋
割
り
の
洗
い
直
し
↓

正
確
な
空
室
状
況
の
把
握
」
の

作
業
を
随
時
行
っ
て
お
く
必
要

が
あ
る
。
連
日
の
よ
う
に
満
室

状
態
の
と
こ
ろ
は
こ
れ
が
よ
く

で
き
て
い
る
が
、
そ
う
で
な
い

旅
館
に
限
っ
て
一
般
に
ル
ー
ズ

で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
こ
と
が
予
約
担
当

者
任
せ
で
組
織
的
に
管
理
さ
れ

て
い
な
い
と
す
れ
ば
、
今
す
ぐ

に
で
も
改
善
を
お
勧
め
し
た

い
。「
組
織
的
に
管
理
」と
は
、

ル
ー
ル
を
決
め
て
そ
れ
に
則
っ

て
行
う
よ
う
に
す
る
こ
と
だ
。

す
な
わ
ち
、予
約
内
容
の「
確
認

時
期
」と「
確
認
事
項
」、お
よ
び

部
屋
割
り
の
洗
い
直
し
に
よ
る

空
室
状
況
の
「
発
信
（
報
告
）

サ
イ
ク
ル
」
を
決
め
て
実
行
す

る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
だ
け
で

売
り
上
げ
を
伸
ば
す
こ
と
も
十

分
に
見
込
め
る
と
思
う
。

　
部
屋
割
り
の
洗
い
直
し
は
、

な
に
も
全
て
の
日
に
つ
い
て
行

う
必
要
は
な
い
。休
前
日
な
ど
、

満
室
か
そ
れ
に
近
い
日
だ
け
行

っ
て
い
け
ば
十
分
で
あ
る
。

　
次
に
、
団
体
を
中
心
と
す
る

「
準
備
手
配
事
項
」
の
事
前
確

認
で
あ
る
。
例
え
ば
宴
会
場
の

席
配
置
な
ど
、
ど
の
み
ち
決
め

な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
な
の

に
、
事
前
に
打
ち
合
わ
せ
さ
れ

て
い
な
い
ケ
ー
ス
も
多
い
。

　
団
体
対
応
に
つ
い
て
は
、
多

く
の
旅
館
で
Ａ
３
サ
イ
ズ
ぐ
ら

い
の
「
打
ち
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム

（
様
式
）
」
な
い
し
こ
れ
に
相

当
す
る
機
能
が
予
約
シ
ス
テ
ム

に
あ
る
が
、
多
く
見
ら
れ
る
問

題
は
、
「
そ
の
フ
ォ
ー
ム
に
忠

実
な
打
ち
合
わ
せ
・
確
認
が
行

わ
れ
て
い
な
い
」こ
と
に
あ
る
。

　
打
ち
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
は
ふ

つ
う
、
そ
れ
を
埋
め
て
い
け
ば

必
要
な
こ
と
を
自
動
的
に
漏
れ

な
く
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
は
ず
だ
が
、
往
々
に
し

て
担
当
者
の
「
悪
し
き
慣
れ
」

が
そ
の
へ
ん
を
ル
ー
ズ
に
し
て

い
る
。
「
そ
れ
は
当
日
来
て
か

ら
」
な
ど
と
い
う
確
認
の
後
回

し
が
段
取
り
を
慌
た
だ
し
く

し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
「
や
り

直
し
」
な
ど
要
ら
ぬ
負
荷
を
招

い
て
い
る
。

　
や
る
べ
き
こ
と
は
単
純
だ
。

打
ち
合
わ
せ
時
に
「
打
ち
合
わ

せ
フ
ォ
ー
ム
を
使
う
」、ま
た
そ

の
記
入
欄
を
「
き
ち
ん
と
埋
め

る
」を
徹
底
す
れ
ば
よ
い
。た
だ

し
そ
の
フ
ォ
ー
ム
が

年
以
上

も
前
に
作
ら
れ
た
も
の
で
は
、

今
の
実
情
に
合
っ
て
い
な
い
場

合
も
あ
る
。
と
な
る
と
、
そ
れ

を
使
う
こ
と
自
体
ナ
ン
セ
ン
ス

な
の
で
、こ
の
際
見
直
し
た
い
。

　
（
株
式
会
社
リ
ョ
ケ
ン
代
表

取
締
役
社
長
）
　
※
隔
週
掲
載

４  ，  
５    
６  ，  ，
７  ，  
８  ，  ，
９  ，  ，
  ，  ，
  ，  ，
    ，
１  ，  ，
２  ，
３  ，
合計  ，  ，

ホテル・旅館経営業者の倒産

月 件数 負 債 総 額
（百万円） 件数 負 債 総 額

（百万円）

年度 年度

　

セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン

ト
は
。

　
「
新
幹
線
の
新
玉
名
駅

か
ら
タ
ク
シ
ー
で
５
分
、

福
岡
空
港
か
ら
も
レ
ン
タ

カ
ー
で
１
時
間
ぐ
ら
い
で

来
ら
れ
ま
す
。
高
台
に
あ

る
純
和
風
旅
館
で
、
遠
く

は
島
原
半
島
、
天
草
、
阿

蘇
外
輪
山
ま
で
見
渡
せ
ま

す
」

　
「
温
泉
は
源
泉
掛
け
流

し
で
す
。
敷
地
内
に
源
泉

が
あ
り
、
各
部
屋
に
配
湯

し
て
い
ま
す
。
源
泉
温
度


度
で
、
加
水
加
温
を
一

切
し
て
い
ま
せ
ん
。
泉
質

は
弱
ア
ル
カ
リ
単
純
泉

で
、疲
労
回
復
、神
経
痛
、

リ
ウ
マ
チ
、
傷
、
婦
人
病

な
ど
に
効
き
ま
す
。
飲
泉

も
で
き
ま
す
。
男
女
別
に

大
浴
場
と
露
天
風
呂
が
あ

り
ま
す
」

　

料
理
は
。

　
「
和
風
会
席

を
お
出
し
し
て

い
ま
す
。
魚
は

有
明
海
で
と
れ

た
も
の
。
今
は

カ
ン
パ
チ
や
マ

グ
ロ
の
刺
身
、

ガ
ラ
カ
ブ
（
カ

サ
ゴ
）
の
揚
げ

物
が
あ
り
ま

す
。
味
彩
牛
や

り
ん
ど
う
ポ
ー

ク
な
ど
地
元
ブ

ラ
ン
ド
の
食
材

を
使
っ
た
料
理

も
あ
り
ま
す
」

　

サ
ー
ビ
ス
で
心
掛

け
て
い
る
こ
と
は
。

　
「
あ
ま
り
か
し
こ
ま
ら

ず
、
家
族
的
な
サ
ー
ビ
ス

を
と
心
掛
け
て
い
ま
す
」

　

客
層
は
。

　
「

代
以
上
の
中
高
年

の
方
が
多
く
、
女
性
の
お

客
さ
ま
が
半
分
以
上
で

す
。
そ
れ
か
ら
外
国
人
の

方
が
こ
の
２
～
３
年
で
増

え
ま
し
た
。
香
港
や
タ
イ

の
方
が
多
い
で
す
ね
」

　

熊
本
地
震
で
ご
苦

労
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　
「
『
ふ
っ
こ
う
割
』
が

な
く
な
っ
た
今
の
方
が
大

変
で
す
（
笑
い
）
。
Ｓ
Ｎ

Ｓ
な
ど
で
積
極
的
に
宣
伝

を
す
る
よ
う
心
掛
け
て
い

ま
す
」

　

こ
れ
か
ら
ど
ん
な

宿
に
。

　
「
外
国
の
方
が
増
え
ま

し
た
の
で
、
そ
の
よ
う
な

方
に
ゆ
っ
く
り
と
、
日
本

文
化
を
味
わ
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
宿
に
し
て
い
き

た
い
で
す
」

　

１
泊
２
食
の
料
金

は
。

　
「
お
泊
ま
り
に
な
る
人

数
に
も
よ
り
ま
す
が
、
１

人
約
１
万
２
千
円
か
ら
で

す
」【

室
、約

人
収
容
】

（６）第２８８０号 第３種郵便物認可 ２０１７年（平成２９年）２月１８日（土曜日）

　
経
済
産
業
省
は
こ
の
ほ

ど
、
特
定
サ
ー
ビ
ス
産
業
動
態
統
計
調
査
の
昨
年

月
分

速
報
を
公
表
し
た
。
対
個
人
サ
ー
ビ
ス
業
の
趣
味
・
娯
楽

関
連
５
業
種
の
売
上
高
は
、

遊
園
地
・
テ
ー
マ
パ
ー
ク

（
Ｔ
Ｐ
）
の
み
が
前
年
同
月

比
増
加
し
た
。
同
４
・
５
％

増
の
６
５
３
億
２
千
万
円

と
、
２
カ
月
連
続
で
増
加
し

た
。
（
関
連
１
面
）

　
Ｔ
Ｐ
の
内
訳
は
、
入
場
料

金
、
施
設
利
用
料
金
収
入
が

同
７
・
１
％
増
加
。
入
場
者

数
は
一
般
が
同
４
・
２
％
増

加
、
団
体
が
同

・
６
％
減

少
し
、
全
体
で
同
１
・
８
％

増
加
し
た
。

　
ゴ
ル
フ
場
は
同
２
・
５
％

減
の

億
３
１
０
０
万
円

と
、
５
カ
月
連
続
で
減
少
し

た
。
利
用
料
金
収
入
が
同
２

・
０
％
、
利
用
者
数
が
同
４

・
１
％
、
営
業
ホ
ー
ル
数
が

同
０
・
２
％
そ
れ
ぞ
れ
減
少

し
た
。

　
ゴ
ル
フ
練
習
場
は
同
２
・

９
％
減
の

億
４
４
０
０
万

円
と
、
５
カ
月
連
続
で
減
少

し
た
。
利
用
者
数
が
同
２
・

１
％
減
少
し
た
。

　
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
は
同
４
・

７
％
減
の

億
２
９
０
０
万

円
。
パ
チ
ン
コ
ホ
ー
ル
は
同

６
・
９
％
減
の
３
１
３
９
億

５
千
万
円
。
そ
れ
ぞ
れ
６
カ

月
連
続
、

カ
月
連
続
で
減

少
し
た
。

　
ス
パ
リ
ゾ
ー
ト
ハ
ワ
イ
ア

ン
ズ
（
福
島
県
い
わ
き
市
）

は
今
春
、
Ｊ
Ｒ
仙
台
駅
と
同

施
設
間
直
行
の
宿
泊
者
専
用

無
料
送
迎
バ
ス
を
期
間
限
定

で
運
行
す
る
。

　
期
間
は
４
月
１
日
か
ら
６

月

日
ま
で
の
３
カ
月
間
。

５
月
３
～
６
日
と

日
を
除

く
毎
日
運
行
す
る
。

　
仙
台
駅
東
口
駅
前
広
場
貸

し
切
り
バ
ス
プ
ー
ル
を
午
前


時
出
発
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ

に
午
後
０
時

分
ご
ろ
着

く
。

　
復
路
は
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
午

後
３
時

分
発
、
仙
台
駅
に

同
６
時

分
ご
ろ
着
。

　
既
に
首
都
圏

カ
所
か
ら

も
宿
泊
者
専
用
バ
ス
を
運
行

し
て
い
る
。

　「
運
航
路
線
拡
充
に
よ
り
、

福
島
へ
の
手
軽
な
観
光
を
促

進
し
た
い
」
と
施
設
を
運
営

す
る
常
磐
興
産
。

　
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
に
よ

る
と
、
今
年
１
月
の
ホ
テ
ル

旅
館
経
営
業
者
の
倒
産
（
負

債
１
千
万
円
以
上
の
法
的
整

理
）
は
５
件
、
負
債
総
額
は


億
２
４
０
０
万
円
だ
っ

た
。
件
数
は
前
月
比
５
件
、

前
年
同
月
比
４
件
そ
れ
ぞ
れ

減
少
（

・
０
％
減
、

・

４
％
減
）
。
負
債
総
額
は
前

月
比

億
５
５
０
０
万
円
増

加
、
前
年
同
月
比

億
６
８

０
０
万
円
減
少
（

・
４
％

増
、

・
４
％
減
）
し
た
。

　
件
数
は
前
月
（

月
）
に


件
と
、

カ
月
ぶ
り
に
２

ケ
タ
を
記
録
し
た
が
、
１
月

は
半
減
し
た
。
２
０
１
６
年

度（
２
０
１
６
年
４
月
か
ら
）

で
は
７
月
と
並
び
４
番
目
に

低
い
数
字
だ
っ
た
。

　
負
債
総
額
は
前
年
同
月
比

で
は
減
少
も
、
前
月
比
で
は

増
加
し
た
。
２
０
１
６
年
度

で
は
８
月
に
次
い
で
２
番
目

に
高
い
数
字
だ
っ
た
。

　
２
０
１
６
年
度
累
計
は
、

件
数
が
前
年
同
期
比

件
減

（

・
０
％
減
）
の

件
。

負
債
総
額
が
同
１
１
５
億
４

千
万
円
減
（

・
５
％
減
）

の
２
３
９
億
４
７
０
０
万

円
。

　
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
に
よ

る
と
、
今
年
１
月
の
旅
行
業

者
の
倒
産
（
負
債
１
千
万
円

以
上
の
法
的
整
理
）
は
な
か

っ
た
。

　
２
０
１
６
年
度
累
計
は
、

件
数
が
前
年
同
期
と
同
数
の


件
。
負
債
総
額
が
同

億

７
５
０
０
万
円
減
少
（

・

１
％
減
）
の

億
１
３
０
０

万
円
。

　
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
に
よ

る
と
、
今
年
１
月
の
全
国
企

業
倒
産
（
負
債
１
千
万
円
以

上
の
法
的
整
理
）
は
５
９
１

件
、
負
債
総
額
は
１
１
４
４

億
円
だ
っ
た
。
件
数
は

年


カ
月
ぶ
り
に
５
０
０
件
台

に
と
ど
ま
っ
た
。
負
債
総
額

は
２
カ
月
連
続
で
前
年
同
月

比
減
少
し
た
。

　
件
数
は
前
月
比
９
・
６
％
、

前
年
同
月
比

・
８
％
そ
れ

ぞ
れ
減
少
。
２
０
０
５
年
３

月
の
５
８
４
件
以
来
、

年


カ
月
ぶ
り
の
５
０
０
件
台

と
な
っ
た
。

　
負
債
総
額
は
前
月
比

・

２
％
、
前
年
同
月
比

・
０

％
そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
た
。

　
件
数
を
業
種
別
に
見
る

と
、
７
業
種
中
５
業
種
で
前

年
同
月
比
減
少
。
５
業
種
と

も

％
以
上
の
２
ケ
タ
減
と

な
っ
た
。

　
こ
の
う
ち
製
造
業（

件
、

同

・
３
％
減
）
は
２
０
０

０
年
以
降
の
最
少
を
記
録
。

建
設
業
（
１
１
２
件
、
同


・
８
％
減
）は
４
カ
月
連
続
、

不
動
産
業
（

件
、
同

・

０
％
減
）
は
３
カ
月
連
続
で

前
年
同
月
を
下
回
っ
た
。

　
運
輸
・
通
信
業
（

件
、

同

・
６
％
増
）
は
３
カ
月

連
続
、小
売
業（
１
４
２
件
、

同
２
・
９
％
増
）
は
２
カ
月

ぶ
り
に
前
年
同
月
を
上
回
っ

た
。

　
９
の
地
域
別
で
は
、
６
地

域
で
前
年
同
月
比
減
少
し

た
。
こ
の
う
ち
近
畿
（
１
７

０
件
、
同
６
・
１
％
減
）
は

４
カ
月
連
続
、九
州（

件
、

同

・
８
％
減
）
は
３
カ
月

連
続
で
前
年
同
月
比
減
少
し

た
。

　
北
海
道
（

件
、
同

・

６
％
増
）
と
東
北
（

件
、

同
８
・
３
％
増
）
は
前
年
同

月
を
上
回
っ
た
。

　
規
模
別
で
は
、
負
債
５
千

万
円
未
満
の
倒
産
が
構
成
比


・
１
％
。
２
０
０
０
年
以

降
で
最
高
と
な
っ
た
。半
面
、

負
債
１
０
０
億
円
以
上
の
倒

産
が
２
件
。
大
型
倒
産
が
低

水
準
、
小
規
模
倒
産
が
過
半

を
占
め
る
状
況
が
続
い
て
い

る
。

　
観
光
関
係
の
主
な
倒
産

は
、
元
・
ホ
テ
ル
経
営
の
Ｍ

Ｃ
Ｈ
（
旧
・
盛
岡
シ
テ
ィ
ホ

テ
ル
、岩
手
県
、特
別
清
算
、

負
債

億
９
１
０
０
万
円
）、

ホ
テ
ル
経
営
の
Ａ
Ｋ
Ｈ
（
旧

・
浅
虫
観
光
ホ
テ
ル
、
青
森

県
、
破
産
、
負
債

億
円
）

が
報
告
さ
れ
て
い
る
。


